
分電盤単結線図

表紙・図面リスト

No. 縮　尺図面名称

図面リスト

独立行政法人　国立高等専門学校機構

担 当係 長事務部長 総務課長

舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

舞鶴工業高専（白屋）

E・01

E・03 配置図

E・04 屋外配線（電灯・動力幹線）

Ａ3　1：2,000

Ａ3　1：500

屋外配線（情報配線）E・05

E・06

屋内配線図（合宿所情報配線図）

屋内線図（合宿所コンセント図） Ａ3　1：100

E・07

E・08

Ａ3　1：100

E・09 屋内配線図（情報科学センターコンセント図・情報配線図）

Ａ3　1：100

Ａ3　1：200

E・10

受変電設備単結線図（第2電気室）E・11

特E・02

令和５年６月令和５年

専門員

舞鶴工業高専（白屋）合宿所（創造工房）改修電気工事

合宿所（創造工房）改修電気工事

工　事　名　称設 計 年 月年　 度 縮　尺

表紙・図面リスト

図　面　名　称

Ａ３　－ Ｅ・０１

図 面 番 号

特記仕様書

天井伏図（合宿所）



電灯設備

構内通信線路

構内配電線路

中央監視制御設備○

火災報知設備

防犯・入退室管理設備○

駐車場管制設備○

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

誘導支援設備○

拡声設備

映像・音響設備○

情報表示設備○

構内交換設備

構内情報通信網設備

発電設備○

電力貯蔵設備○

受変電設備

雷保護設備○

電熱設備○

電気自動車用充電設備○

動力設備

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

発生材処理

〇

〇

〇

〇

〇

屋外

一式

一式

一式

●

●

●

●

６．

項　　　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　　　目

Ⅰ 工 事 概 要

１．

完成期限２．

Ⅱ 工 事 仕 様

工事写真撮影要領(令和元年7月)

（１）

１．共通仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　　）図による。

仕様書を適用する。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

２．特記仕様

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　　　表を示す。

　　４）項目に記載の <第　編　．　．　> 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該

　　　　当該表を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は

　　　　表を示す。

工事場所

（１）本特記仕様書の表記

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和4年版)(以下「標準図」という。)

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省電気設備工事標準図(特記基準)(令和4年版)(以下「文科標準図」という。)

電気保安

［第1編1.3.2］

（第1編1.3.2）

技術者

項　　　　　目 特　　記　　事　　項

○適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

○

○ 積雪荷重

風圧力

風速（Vo= m/s）

地表面粗度区分（ ○ Ⅰ ○ Ⅱ ○ Ⅲ ○ Ⅳ）

建設省告示第1455号における区域　別表（ ）

項　　　　　目　　　　　名 電気保安技術者

4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、

7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　験に合格した者

6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試

　の検定に合格した者

5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

　省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

3.　第１種電気工事士の資格を有する者

2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する

8.　第２種電気工事士の資格を有する者

○

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

に報告する。

教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

9.  短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

［第1編1.3.3］

（第1編1.3.3）

施工条件

総務課長 担　当係　長事務部長

独立行政法人　国立高等専門学校機構

独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準、現場説明書、

図面＿＿枚及び本特記仕様書＿＿枚によるほか、●印の付いたものを適用する。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(1)　引渡しを要するもの

1）品　　名

2）引渡し先

3）集積場所

4）集積方法

(2)　特別管理産業廃棄物

1）品　　名

2）処理方法

(3)　現場において再利用するもの

1）品　　名

2）使用場所

(4)　再生資源化するもの

1）品　　名

(5)　その他の発生材

1）品　　名

2）処理方法

・通行止め、停電、断水を伴う作業は、事前に作業計画書を提出し、監督職員の

・騒音、振動等授業や教育研究活動に影響を及ぼす恐れのある作業は、事前に監督

　作業については事前に監督職員と協議の上施工すること。

　職員と協議の上実施する事。

　承諾を得た上で実施すること。なお、停電を伴う作業は原則休日(土･日・祝日)と

環境への配慮

（第1編1.4.1）

［第1編1.4.1］

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

　い材料を使用する。

（令和4年2月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達

●

発生材の

処理等

（第1編1.3.9）

［第1編1.9.1］

電源周波数

●

●

発生材の処理は、下記による。

　し、日程は監督職員との協議により決定する。

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)
建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

建物概要

令和　　年　　月　　日（　　曜日）概成工期 無

）対象部分（有○無指定部分

○有

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

（第1編1.1.2）、［第1編1.1.2］

〇

〇

３．

４．

５．

○

機材の検査等

機材の検査

に伴う試験

（第1編1.4.4～5）

［第1編1.4.5～6］

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

検　査 試　験 摘　　　　　要機　　材　　名

調査範囲 （ ○図示 ○ ）

○施工調査

［第1編1.5.1～3］

本工事 ○別途 ）○（事前調査

調査項目 （ ○既存資料調査 ○ ）

調査方法 （ ○図示 ○ ）

耐震措置

最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律

第139号）に基づく有資格者により施工を行う。

フラッシュ

プレート

電線の色別

（第3編1.1.4）

［第2編2.1.4］

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

（第2編2.1.3）

既存躯体への

穿孔

［第1編2.11.1～5］

走査式埋設物調査 放射線透過検査

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

（ 樹脂製 ）とする。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。

電気工事士

設計用標準水平震度

上層階
屋上

及び塔屋

中間階

地階･１階

特定の施設 一般の施設

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

機 器 種 別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、

　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

配電盤 ○発電装置（防災用） ○直流電源装置

○交流無停電電源装置 ○交換機 自動火災報知受信機

○中央監視装置 ○ ○

・水槽類には燃料小出タンクを含む。

②設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）横引き配管等の耐震指示は、施設の分類に応じたものとする。

2.0 1.5 1.5 1.0
2.0 2.0 2.0 1.5
2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4
1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

（１）設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に応じて、

　　　次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損などが

　　　生じないようにする。

①設計用水平地震力

　機器の重量[ｋＮ]に設計用水平震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合は、設計用水平震度は、次による。

（独立行政法人建築研究所監修）による。

設備機器の固定は、次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

施工の検査等

施工の検査に

伴う試験施工

の立会い等

［第1編1.6.4～6］

 下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受ける

ものとする。
施　工　部　分 検　査 立　会 試　験 摘　　要

(第1編1.5.3～5)

完成時の 　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

提出図書

（第1編1.7.1～3）

［第1編1.11.1～3］

名　　　　称

石綿含有材料

の事前調査

足場その他

（第1編2.1.1）

［第1編2.2.2］

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場（ ○ 種 ○ 種） ○外部足場（○ 種 ○ 種）○

○発生残土の 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

処理 ○

（第1編2.2.1）

［第1編2.3.1］

屋外に敷設する露出配管で溶融亜鉛メッキ仕上げを使用する場合は付着量300g/㎡

次の露出配管は、塗装を行う。金属管の塗装

及び仕上げ

（第1編2.7.1）

［第1編2.8.1］

）

）

屋内（

○

以上とする。

［第1編1.8.2～3］

体　裁　等

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

完　成　図

〃

〃

〃

保全に関する資料

工 事 写 真

CADデータ（電子納品）及び電子データ

原図　〇A1版（＿＿部）　〇A3版（＿＿部）

複写図 製本（A4版黒厚紙表紙金文字入り）（＿＿部）

電子納品は次による。

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図作成のため

以外に使用しないこと。

（２）電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

（３）電子成果品は、提出前にウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

（４）提出方法及びファイル形式は以下による。

※紙媒体はA4版ファイル綴じ、電子データはPDF形式とする。

●

●

●

●

●

●

〇

照　明　器　具

分　電　盤

●

● 搬入時外観検査

搬入時外観検査

●

●

CADデータ：JWW、DXF及びPDF　 提出方法：CD又はDVDに保存し、１部提出する。

●

●

●

●

●

●

負荷設備台帳○ ○紙媒体（＿＿部）　　○電子データ

○ 官公署等届出書類(写) ○紙媒体（＿＿部）　　○電子データ

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

　ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

　少ない材料を使用したものとする。

機材の品質等

（第1編1.4.2）

［第1編1.4.2］

機 材 名

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

き品質及び性能を有するものとする。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の事項を満たす証明となる資料

を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の事項を評価された事を示す

外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる

資料等の提出を省略することができる。

　〇 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　〇 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　〇 安定的な供給が可能であること。

　〇 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　〇 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　〇 販売、保守等の営業体制を整えていること。

●

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘ

　キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

　使用する。

他工事又は 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

取り合い

特殊場所

<第2編2.1.1～9>

特殊場所は下記による。

○

○

○

○

○

○

塩害を受けるおそれのある場所

蟻害を受けるおそれのある場所

腐食性ガスのある場所

危険物等貯蔵場所

粉じん危険場所

ガス蒸気危険場所

気密性を要する場所

湿気の多い場所

特 殊 場 所 の 内 容 適用する場所 危険場所の種別 危険物の種類

〇

●

● 地下ピット

他工種との

（無停電回路含む）

圧

高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の接地

左右・上下及び遠近の別は、

正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青 白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒 白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式
　は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流
　２線式は、遠いほうからとする。

電気方式

備考

（ａ）配電盤類については、次による。

（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と

協議し、一般接地線と色別を区別する。

標準仕様書による。〇

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。○

既存合わせによる。

京都府舞鶴市字白屋２３４（舞鶴工業高等専門学校構内）

令和５年１０月３１日（火曜日）

合宿所
（創造工房）

鉄骨造

１F

215

215

(7)

215

改修

（創造工房）
合宿所

●

●

●

・原則として作業時間は平日の８：３０～１７：００とし、それ以外の時間帯の

〇　　５０Ｈｚ　　　　●　６０Ｈｚ

分電盤

複写図 仮製本　〇A1版（＿＿部）　●A3版（２部）

●紙媒体（１部）　　●電子データ

●紙媒体（１部）　　●電子データ

（１）貸与する設計図CADデータの著作者名：舞鶴高専　　ファイル形式：JWW

● 工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有材料の事前調査を行う。

※分析は舞鶴高専にて実施する。

●

●屋外（合宿所（創造工房）取込配管

●

○

－
舞鶴工業高専（白屋）

特記仕様書

舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

令和５年６月

専門員

●金属製（ステンレス、新金属を含む） ○

舞鶴工業高専（白屋）合宿所（創造工房）改修電気工事

合宿所（創造工房）改修電気工事令和５年

年 　  度

特Ｅ・０２

図  面  番  号縮 　 尺図  面  名  称工  事  名  称設  計  年  月

一式

一式

一式

一式一式



独立行政法人　国立高等専門学校機構

担 当係 長事務部長 総務課長

舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

道路境界線

道
路

境
界
線

道路境界線

道路境界線

道路境界線

道
路
境

界
線

道
路
境
界
線

道路境界線

道路境界線

正門

池

寄宿舎１号館

池

第２グランド

駐車場（１４５台）

車庫門衛所

寄宿舎２・３号館

寄宿舎６号館

寄宿舎４・５号館

センター
開放

浴室

野球場

４００ｍトラック

サッカーコート

ラグビーコート

プール

武道場

研修所

図書館
福利厚生
施設

第２体育館

体育器具庫

屋外便所

第１体育館

工学科棟
電子制御

排水処理施設

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

工学科棟
電気

ｾﾝﾀｰ
科学
情報

本館棟

共通
講義棟

機械

工場
２

専攻科棟

池

建設システム
工学科棟

池

京都府道772号高浜舞鶴線
前面道路幅員

道路幅員

道路幅員

道
路

境
界

線

道
路
境
界
線

実習
工学科棟
機械

機械実習工場１

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ

As

As

As

T棟

Ｎ

凡　例

敷地出入口を示す

建物出入口を示す

工事車両進入経路を示す

工事建物を示す

7,500

7,500

7,500

道
路
境
界
線

5,700

7
,
4
4
0

1
0
,6
0
0

5,400

舞鶴工業高専（白屋）
専門員

令和５年

年　 度 縮　　尺

A3:1/2000

図　面　名　称工　事　名　称

合宿所（創造工房）改修電気工事
令和５年６月

設 計 年 月

配置図 Ｅ・０３

図 面 番 号

合宿所



FEP65

設 計 年 月 独立行政法人　国立高等専門学校機構縮 尺図 面 名 称工 事 名 称

小 屋

ポ ン プ 室

危 険 物

Ｇｒ

低 学 年 棟

地 域 共 同 テ ク ノ セ ン タ ー

青 葉 会 館

合 宿 所
情 報 科 学 セ ン タ ー

電 子 制 御 工 学 科 棟

実 習 工 場

実 習 工 場

電 気 工 学 科 棟

本 館 棟

建 設 シ ス テ ム 工 学 科 棟

ボ イ ラ ー 室

専 攻 科 棟

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ＬＰＧ

格納庫

庫倉

図書館

1L1

高圧

電灯

動力

1M11L11M1

ピット内

EM-CET100Sq 第2電気室～合宿所

第2電気室～合宿所1M1

1L1

幹線番号 ケーブル 管種 経路

記号 名称 備考

ピット内配線 PF管内

屋外情報配線

埋設配線 PF管内

犬走り

新設PB

令和５年６月
舞鶴工業高専（白屋）

屋外配線図（電灯・動力幹線）

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装補修

既設プルボックス

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装補修

ピット内

ピット内

ピット内

EM-CET38Sq FEP40

100,0005,0001,0000

土間

土間

事務部長 担 当係 長総務課長

Ｅ・０４Ａ３：１／５００

舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

専門員

合宿所（創造工房）改修電気工事令和５年

年　 度 図 面 番 号

1L1 1M1



年　 度 設 計 年 月 独立行政法人　国立高等専門学校機構縮 尺図 面 名 称工 事 名 称
舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

舞鶴工業高専（白屋）
令和５年 令和５年６月 屋外配線図（情報配線）

動力

電灯

高圧

1L11M11M11L1

図書館

倉 庫

格納庫

ＬＰＧ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

棟科攻専

室ーライボ

棟科学工ムテスシ設建

棟館本

棟科学工気電

場工習実

場工習実

棟科学工御制子電

所宿合

館会葉青

ータンセノクテ同共域地

棟年学低

ｒＧ

物険危

室プンポ

屋小

情報科学センタ

犬走り
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装補修

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装補修

土間

土間

新設PB

新設PB

屋内配線図（情報科学センターコンセント図・情報配線図）参照

屋外情報配線

備考名称記号

PF管内

30φ床貫通

幹線番号 ケーブル 管種 経路

L

100,0005,0001,0000

埋設配線

EM-UTP0.5-4C

 Cate6A(2本）
FEP30

情報科学センター

～合宿所

Ｅ・０５

事務部長 担 当係 長総務課長

Ａ３：１／５００

専門員

合宿所（創造工房）改修電気工事

図 面 番 号

L



棚 棚 棚 棚 棚

棚

机

机

机

机

机

ﾙｰﾀ

作業机

作業机

スライドソー

ﾚｰｻﾞｶｯﾀｰ 机

机

CreatBot

卓
上

ボ
ー

ル
盤

ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ

ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ

机

埋込コンセント

15A 埋込コンセント

20A

2P250V15Aコンセント　E付

3P250V20A動力コンセント　E付

年　 度 設 計 年 月 独立行政法人　国立高等専門学校機構縮 尺図 面 名 称工 事 名 称
舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

分電盤(1M1)

分電盤(1L1)

洗面所 便所

脱衣室 浴室

ボンベ庫

ファブスペース２

101

102

106

104

1

ファブスペース１

20A

1
0
,
5
0
0

4,050

9
,
0
2
0

1
9
,
5
2
0

舞鶴工業高専（白屋）

平面改修図　1/100

令和５年

5.5

2.0

2.0

2.0

2.0

15A

103

2.0

12,350
ED

土間部打ち込み

犬走りはつり
20φ開口

100φ開口

IE8.0

2.0

天井　300角有孔板

天井内ころがし

2
,
9
5
0

8
0
0

断面図　1/100

ねじなし電線管

（凡例）

記　号 名　　称 備　　考

隠蔽配管配線

天井ころがし配線

天井用配線ダクト2m コンセント（

分電盤

分電盤 電灯盤(1L1)

動力盤(1M1）

2.0

接地2P15A125V抜け止め×2セット）

電線

電線

ED D種接地

5.5

IE5.5

IE8.0

ケーブル

ケーブル

天井配線ダクト

EM-EEF2.0-3C

EM-CE5.5-4C

EM-IE5.5

EM-IE8.0

（注記）

1.天井内ころがし配線の引下げ部は特記なき場合はねじなし電線管を

使用すること。

工事概要 電灯盤、動力盤の新設およびコンセント配線、コンセント

コンセントは露出取付とし、引き下げ部の配線はねじなし

電線管を新設しおこなうこと。

屋内配線図（合宿所コンセント図） Ｅ・０６Ａ３:１／１００

事務部長 担 当係 長総務課長

令和５年６月

専門員

埋込コンセント

108

2.0

2.0

109 111 105

2.0

露出SWﾎﾞｯｸｽ

2P15A×2　E付　抜け止め

合宿所（創造工房）改修電気工事

図 面 番 号

IE5.5

程度とし、後からEM-CE5.5-4Cを2本通せるスペースを確保

すること。

壁貫通

引き下げ

ファブスペース１とファブスペース２間の開口は100φ
新設。電灯盤、動力盤についてはD種設置をすること。



既設照明

既設感知器

年　 度 設 計 年 月 独立行政法人　国立高等専門学校機構縮 尺図 面 名 称工 事 名 称
舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

令和５年
舞鶴工業高専（白屋）

4,050

1
0
,
5
0
0

12,350

9
,
0
2
0

1
9
,5

2
0

平面改修図　1/100

洗面所 便所

0

脱衣室 浴室

ボンベ庫

ファブスペース１

ファブスペース２

L2L

L

2L

4L

L2L

L

3L

屋内配線図（合宿所情報配線図）

L

情報盤

既設空調

既設空調

30φ開口

天井　300角有孔板

天井内ころがし

2
,
9
5
0

8
0
0

断面図　1/100

ねじなし電線管

SWﾎﾞｯｸｽ

（凡例）

記　号 名　　称 備　　考

情報盤

（注記）

1.天井内ころがし配線の引下げ部は特記なき場合はねじなし電線管を

使用すること。

工事概要 情報盤の新設および、情報コンセント、監視カメラの

新設。情報盤内のSWハブ機器については別途支給とする。

情報用アウトレット 8極8芯

屋内用ドームカメラ

天井ころがし配線 Cat6A

引き下げ

壁貫通

Ｅ・０７

事務部長 担 当係 長総務課長

Ａ３:１／１００令和５年６月

専門員

合宿所（創造工房）改修電気工事

図 面 番 号

【参考品番】WV-S3130J



年　 度 設 計 年 月 独立行政法人　国立高等専門学校機構縮 尺図 面 名 称工 事 名 称
舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

令和５年
舞鶴工業高専（白屋）

洗面所 便所

0

脱衣室 浴室

ボンベ庫

ファブスペース２

既設空調

ファブスペース１

既設空調

1
0
,
5
0
0

1
9,

5
2
0

9
,
0
2
0

12,350

別途工事にて撤去

300□有孔板

450□有孔板

化粧石膏ボード

化粧石膏ボード

平面改修図　1/100

600 600

600

600

（凡例）

記　号 名　　称 備　　考

450角点検口

600角点検口

工事概要 600角点検口及び450角点検口を新設する。

新設

新設600

Ｅ・０８

事務部長 担 当係 長総務課長

令和５年６月 Ａ３:１／１００

専門員

合宿所（創造工房）改修電気工事

図 面 番 号

600

天井伏図（合宿所）



便所

便所 U

UU

演習室

機材室

管理室

自習室

玄関
ﾎｰﾙ

ｽﾛｰﾌﾟ

手洗所

U

U

女子便所

男子便所

管理室

自習室

手洗所

演習室

ﾎｰﾙ2

多目的室

ﾎｰﾙ1
玄関

設 計 年 月

事務部長 担 当係 長総務課長

独立行政法人　国立高等専門学校機構図 面 名 称
舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

φ50×4

1/200

多目的室

MMA

既設ｽﾘｰﾌﾞ

既設ｽﾘｰﾌﾞ

既設ｽﾘｰﾌﾞ

OA内ｺﾛｶﾞｼ

情報配線

200

機材室

床下貫通

床下貫通

OAフロア

ｺﾝｾﾝﾄ図

工事概要 工事概要

OAフロア

既設情報ラック

既設情報ラック及びITVラックより床下貫通処理を行い

100□PB新設

至合宿所

（凡例）

記　号 名　　称 備　　考

分電盤 分電盤単線結線図参照

（注記）

1.図中特記なき配管配線は下記参照の事。

EM-EEF2.0-3C(1CE) 保護管(PF22)

2.天井内ころがし配線の引下げ部は保護管を使用すること。

立上り引下げ(MMA)MMA

（凡例）

記　号 名　　称 備　　考

天井ころがし配線

1.図中特記なき配管配線は下記参照の事。

2.天井内ころがし配線の引下げ部は保護管を使用すること。

EM-UTP0.5-4P(Cat6A)LITVワゴン

特記無きはφ25

配管保護の上床下ピット内配線を行う。

ピットから屋外の既設ハンドホールに配線、100角PBを新設し

ハンドホールから出し、屋外埋設にて合宿所まで配線する。

ｽﾛｰﾌﾟ

L

2L

L

床貫通

平面改修図 平面改修図 1/200

露出ころがし配線

ピット内配管配線

天井ころがし配線

壁貫通 既設スリーブ使用

露出型コンセント（200V） 2P20A　E付

露出ころがし配線

ピット内配管配線

L-1

ＩＴＶ

ＩＴＶ

200

（注記）

機材室まで配線。機材室内は既設OA内をｺﾛｶﾞｼ

をおこなうこと。

専門員

既設電灯盤ブレーカ（206）より天井に立ち上げ

206

年　 度

屋内配線図
Ｅ・０９令和５年 令和５年６月

合宿所（創造工房）改修電気工事

舞鶴工業高専（白屋）

（情報科学センターコンセント図・情報配線図）
Ａ３:１／２００

工  事  名  称 縮   尺 図 面 番 号

(既設)ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞ(WJ-NU201)



１,４００
ＥＬＣＢ

1φ3W 210/105V

ＭＣＣＢ

ＭＣＣＢ

回路番号配線用遮断器
（ＡＦ/ＡＴ）

負荷容量
（ＶＡ）

電圧
（Ｖ）

負荷名称 回路番号 配線用遮断器
（ＡＦ/ＡＴ）

負荷容量
（ＶＡ）

電圧
（Ｖ）

負荷名称

１００ １００
ＭＣＣＢ

年　 度 設 計 年 月 独立行政法人　国立高等専門学校機構縮 尺図 面 名 称工 事 名 称

屋内露出壁掛型(鋼板製)

３Ｐ ２２５／１５０

コンセント１ １００

コンセント３

コンセント２１００

１００

１００

１００

１００

101 102

104

106

108

103

105

107

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ

１２０
ＨＵＢボックス（壁掛型）

材　質 鋼板製（本体・扉）

ポート数

給電機能

１０ＢＡＳＥ‐Ｔ／１００ＢＡＳＥ‐ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ‐Ｔ×１０

ＰｏＥ　ＨＵＢ　（４Ｐ）

ＳＦＰ拡張ポート（ＵＴＰと選択利用）

３０．０Ｗ（ポート１－４）、最大給電６２Ｗ

備　考 ファン付・ドアタイプ

１L1(分電盤)

ＭＣＣＢ

回路番号
配線用遮断器
（ＡＦ/ＡＴ）

電圧
（Ｖ）負荷名称 回路番号

配線用遮断器
（ＡＦ/ＡＴ）

負荷容量 電圧
（Ｖ） 負荷名称

２００

２００

ＥＬＣＢ
２００

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

２００
ＥＬＣＢ

3φ3W 210V

屋内露出壁掛型(鋼板製)

650

650

210

1φ3W 210/105V

ＭＣＣＢ
３Ｐ ２２５／１２５

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ

コンセント　演習室(床)

予備

コンセント　演習室(壁)

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

電灯　多目的室・機材室 電灯　ホール・手洗・便所他

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

電灯　演習室

回路番号
配線用遮断器
（ＡＦ/ＡＴ）

負荷容量
（ＶＡ）

電圧
（Ｖ）負荷名称 回路番号

配線用遮断器
（ＡＦ/ＡＴ）

負荷容量
（ＶＡ）

電圧
（Ｖ） 負荷名称

電灯　自習・管理室

予備 予備

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２００

２００

２００

２００

２００

２００

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

コンセント　演習室(床)

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

コンセント　自習室(壁) コンセント　自習室(床)

コンセント　自習室(床)

コンセント　演習室(天井)

コンセント　自習室(床)

コンセント　自習室(床)

コンセント　管理室

コンセント　機材室 コンセント　多目的室

コンセント　廊下
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００ ＳＷボックス(演習室)

監視カメラ

予備

ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

１００

ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

１００

１００

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１００

全熱交換器
演習室・自習室・機材室

管理室・多目的室
１００

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

集中リモコン

１,６２０ ４９０

４３０ ４９０

３００ ４００

４００４００

８００ ４００

６００ ６００

８００ ４００

４００ ４００

２００ ８００

６００ ６００

６００ ３００

４００ ４００

ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

１００

１,５００１００ １００ 予備
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

６００２００

１００ ９００

Ｌ－Ａ電源送り １００/２００

201

203

205

301

313

202

204

206

302

314

315

317

319

316

318

320

304

306

308

310

312

303

305

307

309

311

321

325

327

322

324

501 502

323

326

328

ＭＣＣＢ

ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

２Ｐ５０/２０

コンセント５

スライドソー ３．０

予備２

予備１

予備３

３Ｐ５０/２０

1M1(分電盤)工事内容

※

※POE　HUBについては学校支給

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ

３Ｐ５０/３０ ３Ｐ５０/３０

３Ｐ １００／７５

負荷容量
（ＫＷ） （ＫＷ）

３Ｐ５０/４０

令和５年
舞鶴工業高専（白屋）

－

１L1(分電盤) 情報科学センター既設分電盤

合宿所新設分電盤

合宿所新設分電盤

合宿所新設情報盤

令和５年６月 分電盤単結線図

1 2

3 4

Ｅ・１０

舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

総務課長事務部長 係長 担当専門員

２００

－

２００

２００

２００
ＥＬＣＢ

－

２００

２００

１００ １００－

116

110

112

114

109

113

115

ルータ（集塵機）

レーザカッター集塵装置

大型３Dプリンター（本体）

レーザカッター（本体）

２Ｐ５０/２０

ＥＬＣＢ
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

２Ｐ５０/４０

ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

１,２００

１,２００

１,２００

３,５００

１,７００ ルータ（スピンドル）

大型３Dプリンター（ﾁｬﾝﾊﾞｰ）

コンセント（情報盤）

コンセント６

コンセント４

ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０

ＥＬＣＢ
２Ｐ５０/４０

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ
２Ｐ５０/２０
ＭＣＣＢ

２Ｐ５０/２０

３,５００

８００

５００

１,２００

１,２００

１,２００

111

予備２ 予備３

予備１

２Ｐ５０/２０

合宿所（創造工房）改修電気工事

GPUサーバ３,０００

スペース

「206」の予備（200V）にGPU機材室への配線を

接続する。

図 面 番 号
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1Ｍ
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図書館第２電気室単線結線図

既設ラック

新設G54

新設G70

既設ラック

1M1

1L1

開口処理（縞鋼板）

舞鶴工業高専（白屋）
－

：２次側配線更新

対象を示す。

３．ピット内は合成樹脂製可とう電線管にて配管する。（他図面参照）

ラックからピットへは厚鋼電線管を新設し配線する。

２．配線はキュービクル上部から取り出し、既設ラック上をころがし配線

１．キュービクル内の図示する電灯についてはブレーカを利用、動力については
７５Ａブレーカに更新する。

７５Ａブレーカに更新

EM
-C

ET
38

□

図書館第２電気室　1:100

第２電気室既設高圧盤姿図 1/60 第２電気室高圧配電盤側面姿図　1/60 第２電気室床改修断面図　1/60

受変電設備単結線図（第2電気室）

工事概要

Ｅ・１１

事務部長 担 当係 長総務課長

独立行政法人　国立高等専門学校機構
舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

令和５年６月

専門員

設 計 年 月年　 度 図 面 番 号縮　  尺図 面 名 称工 事 名 称

令和５年
合宿所（創造工房）改修電気工事


